
活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
民
舞
団
体
連
絡
協
議
会

           

高
砂
市
民
舞
団
体
連
絡

協
議
会
は
、
5
団
体
、
67
人
の
会
員

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
各
団
体
が
、

民
舞
の
保
存
育
成
や
普
及
を
図

り
、
地
域
の
文
化
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
公
民
館
や
様
々

な
場
所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
も
民
舞
を
通
し
て
自
分
の
体

力
づ
く
り
や
、
地
域
と
の
交
流
、
日

本
文
化
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
力
量
に
合
わ
せ
、
楽

し
く
お
互
い
が
競
い
あ
っ
て
活
動
し

て
き
た
結
果
、
こ
の
会
も
文
化
団

体
と
し
て
誇
れ
る
会
に
成
長
し
た

と
思
い
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
踊
り
ま

せ
ん
か
？

活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
菊
友
会

          

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
情
操

と
菊
花
の
改
良
、
発
展
及
び
普
及

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
菊
花
展
覧
会
を
市
ノ
池
公
園

で
毎
年
(
10
月
中
旬
〜
１１
月
上
旬
)

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
市

役
所
西
玄
関
前
で
菊
展
示
会
を
１１

月
末
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
市
民
の
方
を
対
象
に
、
講

習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

だ
る
ま
菊
(
大
菊
)
、
福
助
菊
(
大

菊
)
の
作
り
方
を
、
毎
年
6
月
と
7

月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
(
菊
苗
は

無
償
配
布
)　

　

市
の
花
(
菊
)
を
楽
し
く
栽
培
し

ま
し
ょ
う
。　　
　

「
菊
友
会
」へ
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
(年
会
費
２
,
０
０
０
円
)

活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
会

           

高
砂
市
内
の
風
景
(レ
ト

ロ
な
街
並
み
・
建
造
物
・
神
社
・
寺
・

公
園
・
田
畑
・
山
・
川
・
古
式
豊
か
な

祭
礼
)
な
ど
を
絵
画
作
品
(
鉛
筆
・

ペ
ン
デ
ッ
サ
ン
・
水
彩
・
日
本
画
・
ア

ク
リ
ル
画
・
油
彩
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
)

に
し
て
展
覧
会
で
発
表
し
高
砂
市

の
文
化
的
事
業
の
向
上
発
展
に
努

め
て
い
ま
す
。

(
中
学
生
以
上
美
術
が
好
き
な
人

や
他
市
の
方
も
出
品
Ｏ
Ｋ
で
す
)

毎
年
、
11
月
に
展
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。

ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
演
奏
連
盟

活
動
内
容

　
　
　
　
　

私
た
ち
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ズ
・
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
邦
楽
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え

て
ま
た
、
プ
ロ
・
ア
マ
、
世
代
な
ど
の

垣
根
も
超
え
て
、
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し

む
方
々
で
親
睦
を
図
り
つ
つ
、
活

動
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
年
一
回
の
高
砂
市
文
化
ま

つ
り
で
、
私
た
ち
や
、
地
域
で
伝
統

的
な
芸
能
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
舞
台
も
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

高
砂
演
奏
連
盟
で
は
随
時
グ
ル

ー
プ
や
個
人
で
活
動
し
て
い
る
方

の
加
盟
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
一
緒
に
活
動
し
活
動
の
輪

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。　　

　　　　　　

活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
茶
華
道
協
会

          

私
た
ち
は
、
日
本
の
伝
統

文
化
の
茶
道
と
華
道
を
楽
し
も
う

と
い
う
協
会
で
す
。

　

今
日
、
茶
道
や
華
道
は
古
臭
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新

し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
絶
え
ず

変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
秋
の

い
け
ば
な
展
で
お
茶
席
を
併
設
し

て
、
会
員
も
で
す
が
、
来
場
の
皆
様

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
東
播
磨
地
域
の
茶
会
の
参

加
な
ど
、
市
外
と
の
交
流
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

思
っ
て
い
る
よ
り
身
近
に
手
軽
に

楽
し
め
る
の
で
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

詳しくは文化振興課まで

お問合せください。

高砂市文化連盟事務局

（高砂市協働部文化振興課）

電話：079-441-8840



ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
歌
人
ク
ラ
ブ

活
動
内
容

　
　
　
　
　

私
た
ち
は
、
高
砂
市
及

び
当
歌
人
ク
ラ
ブ
に
賛
同
す
る
歌

人
の
文
化
向
上
と
親
睦
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
短
歌
が
好
き
な
方
な
ら
誰

で
も
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

年
一
回
、
一
人
十
首
を
集
め
た

小
冊
子
の
作
品
集
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
年
に
一
回
、
高
砂
市
短
歌

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
砂
市

短
歌
大
会
に
は
全
国
か
ら
短
歌
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た

作
品
は
作
品
集
に
収
め
て
い
ま
す
。

　

短
歌
は
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
気
軽

に
始
め
ら
れ
る
文
化
的
な
活
動
で

す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
短
歌
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
美
術
協
会

　
　
　
　

高
砂
市
美
術
協
会
は
会

員
相
互
の
親
睦
と
技
術
を
修
練
す

る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
工
芸

に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

【高
砂
市
美
術
協
会
に
は
・・・】

★
作
品
発
表
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
の
成
果
を
年
一
回
6
月
開

催
の
美
術
協
会
展
で
発
表
し
て
い

ま
す
。

★
部
門
ご
と
に
様
々
な
研
修
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

人
物
や
風
景
の
写
生
大
会
、
書
道

を
基
礎
か
ら
学
べ
る
研
究
会
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
指

導
、
美
術
館
や
博
物
館
で
の
作
品

鑑
賞
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
研
修
の
場

を
提
供
し
ま
す
。　　

【年
会
費
】
３
,
０
０
０
円

高
砂
市
盆
栽
協
会

ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
将
棋
協
会

活
動
内
容

　
　
　
　
　

私
た
ち
は
将
棋
文
化
の

普
及
に
努
め
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
棋
力
向
上
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
社
会
人
か
ら
小
学
生
ま

で
幅
広
い
年
齢
の
方
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。  

共
通
の
趣
味
を
通
し
て

世
代
間
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
出

来
る
の
も
将
棋
の
大
き
な
魅
力
だ

と
考
え
ま
す
。
年
に
一
回
会
員
外

の
愛
棋
家
の
方
に
も
ご
参
加
頂

き
、
高
砂
市
文
化
ま
つ
り
事
業
の

一
環
と
し
て
将
棋
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
一
回
、
例
会
を
開
催

し
て
棋
力
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

将
棋
に
興
味
の
あ
る
方
、
将
棋
仲

間
を
作
り
た
い
方
、
棋
力
向
上
を

図
り
た
い
方
、
是
非
一
度
お
声
掛

け
下
さ
い
。

　　　　　　

ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

活
動
内
容

　
　
　
　
　

私
た
ち
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
各
種
盆
栽
の
研
究

と
会
員
の
豊
か
で
潤
い
あ
る
人
生

実
現
を
目
的
と
し
、
そ
の
目
的
達

成
の
た
め
研
修
会
、
懇
談
会
、
盆

栽
展
示
会
等
の
開
催
と
他
の
盆
栽

展
示
会
等
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
４
月
に
定
期
総
会

と
春
季
盆
栽
展
、
11
月
に
秋
季
盆

栽
展
、
年
４
回
の
研
修
会
を
行
い
、

会
員
相
互
の
技
量
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
老
若
男
女
、
小
学
生
か
ら

後
期
高
齢
者
の
50
名
を
超
え
る
会

員
で
、
盆
栽
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
緒
に
盆
栽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
せ
ん
か
！

高
砂
市
邦
楽
協
会

活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
太
鼓
蕣
会

　
　
　
　

高
砂
太
鼓
蕣
会
は
、
平
成

7
年
6
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
モ
ッ
ト
ー
に
発
足
し
ま
し
た
。
高

砂
市
を
拠
点
に
和
太
鼓
・
篠
笛
・
傘

踊
り
・
銭
太
鼓
な
ど
、
演
奏
を
通
じ

て
民
俗
芸
能
の
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
伝
統
文
化
を
大

事
に
し
、
人
の
心
を
打
ち
伝
わ
り

通
じ
合
う
演
奏
を
意
識
し
、
皆
さ

ま
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
を
も
っ
て
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

  

施
設
訪
問
や
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
演
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
ほ
か
、
毎
年
５
月
頃
に
は
発

表
会
を
開
催
し
、
私
た
ち
の
演
技

を
披
露
さ

せ
て
い
た

だ
い
て
お

り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、

観
覧
い
た

だ
き
、
い
つ

で
も
お
声

掛
け
く
だ

さ
い
。

ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
吹
奏
楽
団

活
動
内
容

　
　
　
　

私
た
ち
は
、
吹
奏
楽
を
愛

好
す
る
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
層
が
集
ま
っ
て
、
週

2
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
5
月
に
は
、
文
化
会
館
に
お

い
て
定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
高
砂
市
の
芸
術
文
化
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
年
間

を
通
し
て
依
頼
が
あ
れ
ば
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
経
験
が
あ
る
方
、
手
元

に
楽
器
が
眠
っ
て
お
ら
れ
る
方
！！

　

ぜ
ひ
、
一
緒
に
楽
し
く
演
奏
し
ま

し
ょ
う
♪

　

全
パ
ー

ト
で
団
員

募
集
中
で

す
。

　　　　　　

ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

活
動
内
容

　
　
　
　

高
砂
市
邦
楽
協
会
は
、
高

砂
市
に
お
い
て
60
年
以
上
活
動
し
、

毎
年
11
月
に
演
奏
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

琴
・尺
八
・三
味
線
な
ど
の
楽
器
は

心
に
し
み
い
る
音
色
で
古
来
よ
り
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
現

在
社
会
、
特
に
若
い
世
代
の
方
に

と
っ
て
敷
居
の
高
い
特
別
な
楽
器
の

よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
が
、
特
に
琴
は
弦
を
親
指

で
は
じ
く
だ
け
で
も
曲
が
奏
で
ら
れ

る
も
の
も
あ
り
、
体
験
会
に
参
加
さ

れ
た
小
学
一
年
生
の
児
童
も
７
回

程
度
の
短
時
間
練
習
で
演
奏
会
に

出
演
し
堂
々
と
演
奏
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
非
常
に
取
り
組
み
や
す
い
楽

器
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
会
や

文
化
会
館
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
を
と
お
し
て
、
琴
を

は
じ
め
と
す
る
邦
楽
の

魅
力
、
そ
し
て
奥
深
さ
を

高
砂
市
の
み
な
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
体
験

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
舞
踊
協
会

　
　
　
　
　

昔
よ
り
伝
わ
る
日
本
舞

踊
に
つ
い
て
勉
め
て
い
る
団
体
で

す
。
守
り
伝
え
ら
れ
た
長
唄
・
清

元
・
常
盤
津
・
端
歌
の
振
り
を
伝
え

て
き
ま
し
た
。

　

一
年
に
一
度
、
「
古
典
舞
踊
乃

会
」
と
し
て
発
表
会
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

会
員
も
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く

な
っ
て
い
く
な
か
、
残
っ
た
人
数
で

古
典
舞
踊
を
守
っ
て
い
く
の
に
努

め
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
わ

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ア
ド
レ
ス

代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
俳
句
協
会

活
動
内
容

　
　
　
　
　
　

俳
句
協
会
は
、
毎
年
10

月
の
第
一
日
曜
日
に
、
バ
ス
で
吟
行

俳
句
大
会
を
し
ま
す
。
左
の
写
真

は
、
令
和
5
年
、
た
つ
の
吟
行
の
聚

遠
亭
で
す
。
句
会
場
は
、
梅
玉
で
し

た
。

　

毎
月
、
第
2
日
曜
に
、
文
化
会
館

で
句
会
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
い
ろ
い
ろ
な
結
社
の
人
、

無
所
属
の
人
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　

新
か
な
の
人
も
、
旧
か
な
の
人
も

い
ま
す
。
初
心
者
の
人
も
い
ま
す
。

　

俳
句
の
好
き
な
人
は
誰
で
も
気

楽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

  代
表
者
名

問
合
せ
先

高
砂
市
合
唱
連
盟

活
動
内
容

　
　
　
　
　
　

高
砂
市
内
で
活
動
し
て

い
る
合
唱
団
が
所
属
し
、
児
童
合

唱
団
か
ら
大
人
の
合
唱
団
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
う
こ
と
は
、
健
康
に
も
良
い
影

響
が
あ
り
一
人
一
人
の
歌
声
が
集

ま
り
、
ひ
と
つ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏

で
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
唱
を
通
じ

て
人
と
の
繋
が
り
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に

高
砂
市
民
音
楽
祭
が
あ
り
ま
す
。
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